











ある。第二に、1924 年に社会主義革命が成功して成立し 1992 年まで続いた「モンゴル人
民共和国」である。第三に、1992 年に民主憲法を制定して成立し現在まで続いている民
主主義国家「モンゴル国」がある。より厳密に書くと、1924 年から 1990 年まではモンゴ
ル人民革命党の一党独裁による社会主義を経験した。ソ連東欧の民主化運動の影響を受け





















に移行した。その結果、国民の生活は極端な混乱に落ちいり（ロッサビ 2007：84 ～ 87）、
各家庭も巻き込まれ家計も強いダメージを受けた、支出が収入より多くなった（表１）。
表１　ウランバートル市一世帯の平均月収入支出差（1992 ～ 2013 年）
年 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002
収支差 -328 -632 -268 2874 2078 4471 1283 -8612 -2896 ０ -25763
年 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013










労働者の中の女性の比率は 1985 年現在で 51.3% を占めていた（BNMAU-yn Uls Ardyn 
Aj Ahui 65 Jild 1986：32）。1973 年の家族法には、結婚者の義務について 15 条の第２項
に「お互い平等に家事労働に参加し、教育レベル、技術水準を高め、国民が役割を忠実

































































































　本稿で用いるデータは、筆者がモンゴル国の首都ウランバートル市で 20 歳から 75 歳ま
での男女を対象として実施したアンケート調査と聞き取り調査によって得られたものであ
る。
　アンケート調査は 2011 年7月 14 日～7月 31 日に予備調査を行った後、2011 年８月１
日～ 10 月 15 日に本調査を行った。調査は便宜的抽出法を使った。本人が知人を通じて、
職場、学校、自宅を訪問し、自ら配布してその場で回答をもらうとともに、調査協力者に
頼み配布して留置調査を実施した。予備調査で 60 部を配布し、43 部を回収した。回収率
は 71.7％であった。本調査では全 300 部の調査票を配布して、239 部を回収した。有効調
査票は 237 部、有効回収率は 79.0％であった。
　聞き取り調査は３回にわたって、延べ 46 人（調査対象者の中の一人に対して２回調査
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１－３．本研究の分析対象者の属性
　本稿での分析対象は、調査対象者の中の 20 代、30 代の人々である。なぜ 20 代、30 代
を対象としたのかというと、モンゴル国の首都ウランバートル市に居住する 20 代と 30 代




度数 比率 度数 比率
年齢
20 ～ 29 20 60.6% 65 57.0%
30 ～ 39 13 39.4% 49 43.0%
計 33 100.0% 114 100.0%
婚姻状況
未婚 13 39.4% 39 34.2%
同棲 3 9.1% 4 3.5%
初婚 16 48.5% 62 54.4%
再婚 1 3.0% 5 4.4%
離別 0 0.0% 4 3.5%
計 33 100.0% 114 100.0%
職業
自営業 0 0.0% 6 5.3%
公務員 18 54.5% 58 50.9%
会社員 1 3.0% 3 2.6%
大学生 12 36.4% 41 36.0%
NPO 1 3.0% 2 1.8%
パート 1 3.0% 0 0.0%
無職 0 0.0% 1 0.9%
その他 0 0.0% 2 1.8%
無回答 0 0.0% 1 0.9%
計 33 100.0% 114 100.0%
学歴
高校卒 7 21.2% 21 18.4%
専門学校卒 1 3.0% 4 3.5%
大学卒以上 25 75.8% 89 78.1%






記号 年齢 性別 婚姻状況 学歴 職業
Ａ 39 女 既 専門学校卒 パート
Ｂ 39 女 既 高卒 販売業
Ｃ 36 女 既 大卒 商売業
Ｄ 28 女 既 大卒 商売業
Ｅ 31 女 既 高卒 パート
Ｆ 27 男 既 大卒 会社員
Ｇ 29 男 既 博士 公務員
Ｈ 38 女 既 大卒 専業主婦
Ｉ 39 男 既 大卒 NGO
Ｊ 26 女 既 大卒 NGO
Ｋ 35 女 既 大卒 商売業
Ｌ 27 女 既 大卒 商売業
Ｍ 38 女 既 大卒 NGO
Ｎ 26 女 既 高卒 パート
Ｏ 21 女 既 高卒 大学生
Ｐ 20 男 未 高卒 大学生
Ｑ 21 女 未 大卒 無職
Ｒ 38 女 既 大卒 公務員
２．男女の労働力率の変化
　まずは、モンゴル国の 1990 年、2000 年、そして 2005 年から 2012 年における労働力率
の男女比、即ち仕事をしている人や積極的に仕事を探している人を含む労働市場に従事す
る国の生産年齢人口（15 歳以上）の割合を男性対女性の比率で表したものを図１で示す。
　図１を見るとモンゴルの労働力率の男女比は 1990 年に 0.839 あった。その後ゆっくり
上昇し、2005 年は最高の 0.850 に達したが、その後ゆっくりと下降しながら、2010 年か






1990 2005 2007 2009 2011 20122010
0.815 0.8150.815
200820062000
図１　モンゴル国 1990、2000、2005 ～ 2012 年の労働力率の男女比（女／男）
（出所：国連開発計画 UNDP の統計データにより筆者が作成）
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　次に、図２を見よう。これは 1992 年から 2013 年までのウランバートル市の労働力率
の推移を男女別で示したものである。1992 年時点でウランバートル市の男性の労働力率
は 76.2、女性の労働力率は 68.3 であった。その後、男女とも労働力率が下降し、2000 年
に男性の労働力率は 46.7、女性の労働力率は 45.6 となった。2002 年からは男女とも労働
力率が上昇したが 2003 年までの女性の労働力率は男性よりやや低い状況が続いた。男性
の労働力率は 2013 年現在 60.5 まで上がり、女性の労働力率も 2004 年から 2008 年まで
上がって男性の労働力率を上回ったが、2009 年に急落した。その原因について JICA の
報告書では「2009 年の不況以降の女性への雇用の減少及び、女性の就学率の上昇による
影響である」（「国別ジェンダー情報整備調査モンゴル国報告書」2013：iii）としている。











う程度を、週6－7回＝ 7.00 回、週３－５回＝ 3.50 回、週１－２回＝ 1.00 回、月１－３





































































　表４は 20 代、30 代の対象者の洗濯、掃除実施頻度を表している。「週に6－7回」実
施と答えた人は、男性は全 17 人の中の 11.8％にあたる２人であり、女性は全 63 人の中の
33.3％に当たる 21 人が実施している。「週３－５回」実施する人は男性の 41.2％（7人）
を占め、女性は 25.4％（16 人）である。「週１－２回」と答えた男性は 23.5％（４人）で
あり、女性は 36.5％（23 人）である。「月１－３回」と答えた男性は 5.9％（１人）、女性
は 3.2％（２人）、「年１回もしない」人が男性の 17.6％（３人）であり、女性の 1.6％（１






年齢 20-29 30-39 合計 20-29 30-39 合計
週6－7回
2 0 2 8 13 21 23
22.2% 0.0% 11.8% 30.8% 35.1% 33.3% 28.8%
週３－５回
4 3 7 11 5 16 23
44.4% 37.5% 41.2% 42.3% 13.5% 25.4% 28.8%
週１－２回
1 3 4 7 16 23 28
11.1% 37.5% 23.5% 26.9% 43.2% 36.5% 35.0%
月１－３回
0 1 1 0 2 2 3
0.0% 12.5% 5.9% 0.0% 5.4% 3.2% 3.8%
年１回もない
2 1 3 0 1 1 4
22.2% 12.5% 17.6% 0.0% 2.7% 1.6% 5.0%
合計
9 8 17 26 37 63 80




年齢 20-29 30-39 合計 20-29 30-39 合計
週6－7回
4 0 4 15 23 38 42
44.4% 0.0% 23.5% 57.7% 62.2% 60.3% 52.5%
週３－５回
1 2 3 7 7 14 17
11.1% 25.0% 17.6% 26.9% 18.9% 22.2% 21.3%
週１－２回
2 2 4 3 5 8 12
22.2% 25.0% 23.5% 11.5% 13.5% 12.7% 15.0%
月１－３回
1 3 4 1 2 3 7
11.1% 37.5% 23.5% 3.8% 5.4% 4.8% 8.8%
年１回もない
1 1 2 0 0 0 2
11.1% 12.5% 11.8% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5%
合計
9 8 17 26 37 63 80
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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回であるのに対して、男性は 23.5％（４人）に止まっている。週に３－５回炊事する男
性は 17.6％（３人）であり、女性は 22.2％（14 人）である。週に１－２回炊事する男性
は 23.5%（４人）だが、女性は 12.7%（８人）である。「月１－３回」と回答した男性は
23.5％（４人）であり、女性は 4.8％（３人）である。年に１回もしない女性はいないが、































































































































































































































































































　パターン③は社会主義時代に影響されたパターンである。1960 年の憲法第7章第 84 条
では「モンゴル人民共和国の婦人は、政治・経済・社会行政管理・文化の全部門において
男子と同一の権利を享有する」（「モンゴル人民共和国の新憲法」（下）1961：26）との定
めがある。1973 年の家族法には、結婚者の義務について 15 条の第２項に「お互い平等に
家事労働に参加し、教育レベル、技術水準を高め、国民が役割を忠実に果たすためにお互
















































http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/mongolia/data.html（2014 年 9 月 3 日アクセス）
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